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令和６年度 第８回豊田市藤岡地域会議  議事録 

開催日時 令和６年１２月１９日（木） 
開会 閉会 
１９時００分 ２０時２６分 

会  場 藤岡交流館 多目的ホール 

出 席 者 委 員 １３名出席（欠席者︓田中委員、永井委員、山内委員） 
藤岡支所 山田支所長、佐藤副支所長、市川副主幹、内野 

次  第 

１ 「豊田市民の誓い」 
２ 開会 藤岡地域会議会長あいさつ 
３ 議事 
（１）地域の実態・検証について                      
４ 報告 
（１）委員からの報告（各団体の活動など） 
（２）令和７年度地域会議スケジュールについて              
５ 事務連絡 
（１）地域課題解決事業の実施概要について                
（２）令和７年度わくわく事業補助金の募集について 

■議事（要約） 
３ 議事 
（１）地域の実態について 
  藤岡地区まちづくりビジョン（以下「まちづくりビジョン」という。）を用いて、地域の

検証・評価を行うため、１０月〜１２月の期間は、地域の実態把握を行う。今回は各自調査
した内容を中心にグループ協議を行い、最後は各グループの協議内容を発表した。 

 
【グループの検討内容】 

グループ 基本方針 取組項目 
１ ひとりひとりが夢を持って活躍できる 

ふれあいのまち（教育） 
（１）地域を担う人づくり 
（２）夢を持てる生きが

いづくり 

２ 
美しい里山に囲まれ、地域で支えあう 

安心安全なまち（環境） 
（１）自然環境の保全 
（２）生活環境の充実 

３ 
地域資源を活かした、持続可能な 

活力あるまち（地域活性化） 
（１）地域資源の活用 
（２）過疎対策（定住対策） 

 
【グループの担当委員】 

グループ 委員名 
１ 吉田副会長、田中委員、武田委員、松田委員、米丸委員 
２ 浅山委員、岡崎委員、杉原委員、田口委員、山本委員 
３ 島田会長、尾崎委員、清野委員、中條委員、永井委員、山内委員 
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【主な意見】 
 

グループ１ 
 ・各取り組みの状況把握をするためには、地域会議に地域団体を呼ぶか、委員自ら出向い

て直接聞きに行く必要がある。 
 ・評価検証を行うためには、評価項目や尺度を定める必要がある。それぞれをレーダーチ

ャートのような形で表現できるとよい。 
  

グループ２ 
・藤岡地区を拡大したマップ上に、各々が調べてきた自然環境や生活環境の特徴を落とし 
込んだ。 
・各特徴について、季節毎、年齢別、行動種別など様々な視点で分析し、見えてくる課題 
やわくわく事業団体と連携できそうなものなどを評価、検証していく。 
  
グループ３ 
・石畳ふれあい広場は様々なイベントを開催している。特にマレットゴルフ場は他地域と

の交流や大会などを月２回程度開催していけるとよいと思う。 
・わくわく事業や地域情報などは、活動 PR 方法を検討していく必要がある。 
・藤岡の特産品は多いため、それらをキッチンカー等で販売できるとよい。 

 
【今後の開催予定】 

第９回地域会議（１月３０日（木）午後７時から藤岡交流館 多目的ホール） 
    


